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１ 「北越の小京都 加茂」

加茂市は、古くから「北越の小京都」「雪椿のまち加茂」といわれています。

市街地には加茂川が流れ、５万本のユキツバキが咲く群生地として知られる加茂山公園があります。

調べてみると、全国には、「小京都会議」に加盟した京都ゆかりのまちが５０を数えます。「小京都」の加

盟条件は、次の３つの条件のうち、１つを満たしていることでした。

その１ 京都と町並みや景観が似ていること。

その１ 京都と歴史的なつながりがあること。

その１ 伝統的な産業や芸能があること。

加茂市は３つの条件を全て満たしています。加茂の人々は恵まれた自然的、歴史的景観、培われてきた文

化を最大限に生かし、生活を営んでいます。

２ 「北越の小京都 加茂」の歴史

市内には由緒ある神社や寺院が多くあります。加茂の鎮守社が青海神社
あ お み

で、上 条、狭ロの鎮守社が長瀬神社です。両社とも平安時代に書かれた
じようじよう せばぐち

「延喜式神名帳(９２７年)」にもその名が記されている古い神社です。

平安時代に、加茂の地が京都の賀茂神社の社領となり、青海神社の鎮座

地に上賀茂神社と下賀茂神社の祭神が分霊されたことから、「加茂」と呼ば

れるようになりました。

戦国時代、加茂地域は上杉氏の支配下にありました。その後、上杉景勝

が会津へ国替えをさせられると、七谷は村松藩、その他の大部分は新発田

藩領として、江戸時代後期まで支配されることになります。

明治、昭和と合併を重ね、昭和３０年１９５５年)には、現在の加茂市と

なりました。

加茂山公園に咲くユキツバキ

３ 「北越の小京都 加茂」の白然

三方を緑の山に囲まれた加茂のまちを二分する形で、粟ケ岳を水源とする加茂川(延長１７，７キロメート

ル)が流れ、信濃川に注いでいます。

市街地の中を川が流れるという地形は、恵みをもたらすとともに、災害も与えます。過去の洪水の中でも、

特に昭和４４年(１９６９年)の大水害は死者９人を出すなど、大きな打撃を与えました。

しかし、その後、約３００億円の費用と１３００棟もの建物移転により、昭和５９年(１９８４年)３月に

河川改修が終了し、水害の心配はなくなりました。川幅は２倍に広がり、中心部の約２キロメートルの間に、

ユニークな飾りの親柱がある橋が９本架かっています。

改修によって生まれ変わった加茂川と加茂山は、加茂の人々にとってな

くてはならないものです。河川敷を舞台に、いろいろなイベントが行われ

ます。

４月から連休にかけ、県内外から集められた色とりどりの鯉のぼり５０

０匹が春風を受け加茂川を泳ぎます

毎年、お盆の８月１４日には「越後加茂川夏まつり」が開催されます。

秋には、鮭の朔上と採捕を見ることが出来ます。加茂川漁業協同組合に

よれば孵化場開設は昭和５３年(１９７８年)、当初の遡上数は３６尾、平

成１６年(２００４年）には、１０，８１４尾の朔上を記録したとのこと

です。

４ 「北越の小京都 加茂」の伝統産業

「桐たんすといえば加茂」、全国シェアの約７０%を占めています。この桐たんすがつくられるようになっ

たのは、江戸時代の文化年間(１８０４年～１８１７年)のころといわれています。

昭和５１年（１９７６年)には、通商産業大臣から「伝統工芸品」の指定を受けました。

加茂ではたんすだけでなく、伝統木工の屏風、建具の製造も行われています。

加茂川を泳ぐ色とりどりの鯉のぼり


